






研究目的 

先進諸国においては,最近の周産期死亡率の低下は著しく,出生 1000 に対し 10 前後という

所に近づきつつある。胎児管理や新生児管理の進歩による所が大きいことに疑う余地はな

いと考えられてはいるが,一方では,帝切率の著しい増加が認められている。すなわち,英国

では,この 10 年間で 5%から 10～12%へ,また,アメリカでは 7%から 20%へという異常な上昇

率を示している。このため,周産期死亡,とりわけ,分娩前の死亡率の低下は,胎児モニタリ

ングそのものによる効果なのか,帝切率の増加によるものなのかとの議論もみられ,胎児モ

ニタリングの功罪に関する論文も少くない。 

胎児モニタリング fetal monitoring は,かって,うかがい知ることのできなかった,子宮内

胎児の状態を,客観的に,しかも持続的に監視できるという点に特徴があるのであって,そ

の意味では,それによってもたらされる情報の正しい解釈と適切な判断処置さえ行われれ

ば,帝切率の著しい増加がもたらされるとは考えられないように思われる。 

東大産婦人科においては,上記の立場にたって過去 fetal monitoring を行ってきた。そこ

で本研究では fetal monitoring の進歩が,周産期死亡率の減少にどの程度寄与したかの点

を中心に調査を試みた。 

 


